
ぎふ経済レポート

令和４年４月分

岐阜県商工労働部

※企業等へのヒアリングは ４月２５日～２７日を中心に実施し、５月１３日時点で作成。



景気動向
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○２月の景気動向指数（一致指数）は、８８．９で
前月比▲１．６ポイント低下した。

○３月の県内中小企業の景況感は、▲３３で前
月比６ポイント上昇した。

製造業 0.5

非製造業 ▲16.9

○Ｒ４年４－６月期の景況ＤＩ見通しは、製造業で
前期比１１．８ポイント、非製造業で同１０．５ポ
イント上昇。売上高ＤＩ見通しは、製造業で前期
比８．８ポイント、非製造業で同５．３ポイント上
昇。

製造業 ▲6.0

非製造業 ▲30.5

製造業 3.7

非製造業 ▲19.1

全国2月 96.8

岐阜2月 88.9

全国3月 ▲33.6

岐阜3月 ▲33.0



製造業
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 トヨタの減産の影響で、受注状況が悪化している。４～６月の内示段階において、減産の動きがある。（輸送機器）
 生産稼働率については、１００％近くで稼働している。円安やエネルギー価格高騰の影響は、今のところ感じてい
ないが、今後間違いなく影響があると思う。（金属製品）

 原油価格高騰と円安の影響で、材料価格が過去にないほど急上昇している。（プラスチック製品）
 半導体や部品の入荷遅延はまだ続いており、従来からの電気部品関係だけでなく、樹脂や油関係の材料が入り
にくくなっている。（電気機械器具）

現場の動き

○２月の鉱工業生産指数（季節調整済）は､
９６．５で前月比▲１．２％と低下。

○産業別の前月比では、電気機械、非鉄金属、
鉄鋼業で低下したものの、その他全ての区分
で上昇した。

○２月の主な産業の指数は、輸送機械で前期比
２６．２％、化学工業で同１３．７％、窯業・土石で同
２．８％、プラスチックで同１．０％、金属製品で同

０．９％、はん用で同０．６％と上昇し、電気機械で
同▲２８．３％、非鉄金属で同▲６．９％、鉄鋼業で
同▲６．２％と低下した。

（※新型コロナ感染症、原油や資材高騰、ウクライナ情勢に伴う経済変動の影響はＰ６にも掲載）

岐阜2月 96.5

全国2月 96.2



製造業－２
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 依然として厳しい。コロナ前の同時期と比較すると５割程度の売上にとどまっている。（繊維・アパレル）
 売上は前年比１００％を超えている。しかし、ガスの値段が前年比２倍になり、また釉薬等全ての材料費が高騰
している。（窯業・土石）

 売上は前年比１０３％増加。しかし、原材料は輸入が大半を占めているため、影響はかなり大きい。（木材・木製
品）

 売上は前年比１３９％増。しかし、原材料が１割程度値上がり。５月より値上げを予定している。（紙）

○２月の地場産業（刃物を除く）の鉱工業生産指数は、食料品で前月比８．５％、木材・木製品で同
５．１％、窯業・土石で同２．８％と上昇した一方で、繊維工業で同▲１１．７％、パルプ・紙で同
▲４．８％、家具で同▲４．５％と低下した。

現場の動き （※新型コロナ感染症、原油や資材高騰、ウクライナ情勢に伴う経済変動の影響はＰ６にも掲載）



輸 出（名古屋税関管内）

○３月の輸出額（全国）は､８兆４，６００億円で前年同月比１４．７％増加した。

○３月の輸出額（名古屋税関内）は、１兆９，４６６億円で前年同月比１０．１％と増加し、２ヶ月連続で
前年同月を上回った。

○中国向けは、全体で前年同月比６．４％と増加した。その内、電気機械で同３３．１％、輸送機械で
同１３．４%と増加したものの、一般機械で同▲７．５％と低下した。
アメリカ向けは、全体で前年同月比１１．１％と増加した。その内、一般機械で同２０．８％、電気機械
で同２４．７％、輸送機械で同２．５％と増加した。
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設備投資

○Ｒ４年４－６月期の設備投資実施ＤＩ見通しは前期比０．１ポイント上昇、設備投資意欲ＤＩ見通しは
同３．６ポイント上昇。設備投資実施ＤＩ見通しの目的別では、「生産能力拡大・売上増」で前期比
５．６ポイント、 「合理化・省力化」で同０．２ポイント上昇、「補修・更新」 で同▲７．８ポイント低下。

○３月の全国の金属工作機械受注額は、全体では前年同月比３０．０％増加と１７ヶ月連続で前年を
上回った。内訳は国内受注では同４８．８％増加と１３ヶ月連続、海外向けは同２１．３％増加と１７ヶ
月連続で前年を上回った。

 電気代が高騰していることや、カーボンニュートラルへの取組みを推進していくために、屋上で太陽光発電がで
きるよう検討している。（輸送機械器具）

 補助金の導入により、機械導入を行った。人力から機械に変わり、生産効率が向上した。（木工）
 航空部品のラインがもうすぐ稼働する。景気が回復した際に対応できるように準備しておく。（輸送機械器具）

 大手の事業者は脱炭素を意識して窯の改修ができているが、ほとんどの企業が土錬機などの小さい設備を改
修する程度。（刃物）

 中堅企業では、蓄電池の開発やエネルギー削減のための設備更新等がある（金融機関からのヒアリング）

現場の動き
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（※新型コロナ感染症、原油や資材高騰、ウクライナ情勢に伴う経済変動の影響はＰ６にも掲載）
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 中国のロックダウンによるトヨタ減産の影響により、受注状況が大幅に悪化している。（輸送機械器具）

 材料の調達や仕入れ価格に影響が出ている。生産が完結しない状況も発生している。（電気機械器具）

 原材料費の値上がりについては、一部ユーザーに価格転嫁を申請しているものの、消耗品は自社吸収せざるを
得ない。（非鉄金属）

 半導体不足によるメーカーの生産調整は家電及び農機具分野にも出始めており、夏までは全分野でこうした輸
入部品の不足感が続く見込み。（生産用機械器具）

 受注や売上は前年より好調だが、資材価格高騰などにより、利益は減少の見込み。（はん用機械器具）

 価格転嫁は一部では進んでいるが不十分で、発泡樹脂製品の収支が悪化している。（プラスチック製品）

 原材料費上昇については、４月、１０月の単価改定で上乗せ可能であるものの、単価に反映されない洗浄用のシ
ンナーが高騰している分は自社で吸収している。（プラスチック製品）

 コロナの影響による半導体不足からくるトヨタの生産減、ウクライナ情勢による原材料価格の高止まりは業績に
マイナス。先が見えない状況にあり、今後の予測はできない。（輸送機械器具）

 ハンガー等の石油製品や輸送料に影響が出てきている。（繊維・アパレル）

 ガスの値段が昨年比２倍になっている。粘土、釉薬、石膏などすべての原材料が高騰しているが、価格の転嫁は
慎重に行う必要があるので困っている。（窯業・土石）

 仕入単価が１５～２５％増加、海外輸出費は倍増した。得意先に価格改定を依頼しており、順次対応中。（刃物）

 円安の影響により、海外売上において外貨決済の場合は１０％程度増加し、利益も増加した一方、原材料の仕
入れでは、多くが１０％程度の値上がりとなり、当社においても５月より値上げを実施する。（紙）

 製作から出荷に関わる全ての原材料（木材・金具・塗料・梱包用段ボール）と配送料が１０％～３０％程度値上が
りしている。（木工）

 アルミや銅を使用する金型メーカー等製造業は、円安や原材料高の影響が顕著であり厳しい状況。輸入を行っ
ている企業で、デリバティブ契約によりリスクヘッジしている企業は即座に収益が悪化するということはないが、そ
うでない企業は影響が大きい。また、急な円安によりデリバティブ契約の消滅条件に該当してしまい、契約が消
滅しているケースもある。（金融機関からのヒアリング）

新型コロナウイルス感染症、原油や資材高騰、ウクライナ情勢に伴う経済変動の影響について



＜ウッドショックの影響も含む＞
 木材の囲い込みの動きがみられる。仕入価格は勝手に上昇していくが、消費者側の景況感に勢いはなく、川中
～川下の業者は遠慮目に価格設定しているため、利益率が悪い。（木材加工）

 木材の値上げは価格に転嫁してきたが、住宅関係では、便器、什器、キッチンの価格の上昇の話が聞こえてく
る。（木材加工、建築）

 現在は合板が顕著に影響を受け、価格が上昇している。GW明け以降にC（チップ用）材、それからA（製材用）・
B（合板用）材にも影響が出てくると思われる。（組合）

住宅・建築投資

○１－３月期の非居住用の建築着工床面積は、
サービス業用で前年同期比▲５５．０％と減少し
たものの、鉱工業用で同７６．０％、商業用で同
１７．１％と増加し、全体で同２３．３％と増加した。

○３月の住宅着工戸数は、前年同月比５．１％ と
増加した。

○持家で前年同月比▲６．４％、分譲で同

▲２０．４％と減少したものの、貸家で８９．９％と
増加した。

現場の動き
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公共工事

○１－３月期の発注者別の公共工事請負金額は､独立行政法人で前年同期比２００．８％、県で同
３．４％増加したものの、国で同▲４０．６％減少するなど、全体で同▲１６．１％減少した。
○県内建設業のＲ４年４－６月期の受注量ＤＩ見通しは前期比▲６．９ポイント、同採算ＤIは同
▲１．５ポイント低下。

◆ 合板、異形棒鋼、建築鋼材（ステンレス・高圧ボルト・H鋼・コラム）類が高騰している。
 新卒者の採用については、ここ数年同様希望人数に届かず。建設業界の魅力を向上させていく必要がある。
 技術者が足らず、業界内で取り合いが進んでいる。

 国交省がＩＣＴ施工を加点対象とする動きが加速している。自社での取組みが求められており、生産性が向上され
る、働き方が改善される等のメリットと費用面を勘案し検討している。（以上、建設）

現場の動き
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 原材料価格高騰のため、客の買い物点数が減少している。
 一部メーカーで価格転嫁が始まり、販売価格が上昇する商品がでてきた。今後対象が拡大する恐れがある。
 トレー等の価格が上昇している。
 税負担、社会保険料の負担増に加え、ウクライナ問題がガソリン価格の高騰や物価上昇に拍車をかけ、国内消
費の減退が危惧される。まん延防止等重点措置解除による市場回復には、相応の時間がかかると予測している。

（以上、県内商業施設）

個人消費（流通・小売）

○３月は百貨店・スーパーで前年同月比１．０％、
コンビニで同２．３％、ドラッグストアで同４．５％、
ホームセンターで同１．７％と増加し、家電大型
専門店で±０．０％となり、全体で同２．０％と増
加した。

現場の動き
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○３月の新車販売台数（除く軽）は、前年同月比
▲１４．２％と７ヶ月連続で前年同月を下回った。

軽自動車は同▲２３．０％と１０ヶ月連続で前年
同月を下回った。合算では同▲１７．４％と、前
年同月を７ヶ月連続で下回った。



 スーツ用ウール生地がこの春からおよそ１０％値上げ。秋には再度５％値上げ予定。（柳ヶ瀬商店街）
 まん延防止等重点措置解除後、再開した飲食店も多く、飲食店への配達は増加したが、コロナ前より飲食店での
滞在時間が短いなど、まだまだコロナ前の売上には戻らない。（多治見市商店街）

 酒類販売業界では、飲食店への卸売だけではなく、家飲み需要に対応するべく工夫を凝らしているが、コロナ前
の売上には遠い印象。（多治見市商店街）

 業界的には金の相場が上がっており、貴金属類が値上がりしている。（多治見市商店街）

個人消費（流通・小売）－２

現場の動き

○Ｒ４年４－６月期の売上高ＤＩ見通しは、小売業で前期比１３．６ポイント、サービス業（余暇関連）で
同３．８ポイント、飲食店で同１２．４ポイント上昇。

○同じく販売価格ＤＩ見通しは、小売業で前期比▲１．４ポイント低下したものの、サービス業（余暇関
連）で同４．０ポイント、飲食店で同３１．３ポイント上昇。
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観 光

○３月の主要宿泊施設における外国人宿泊者

数は、前年同月比及びコロナ前の令和元年同
月比では▲１００％減となっている。

11

○主要観光地における３月の観光客数は、前年
同月比５．０％増、コロナ前の令和元年同月比
では、▲２３．３％減となっている。

○主要宿泊施設における３月の宿泊者数は、前
年同月比２２．４％増、令和元年同月比では、
▲４８．９％減となっている。

◆まん延防止の解除や県の宿泊割引キャンペーンによって予約が少しずつ増えてきた。（岐阜市内の宿泊施設）
◆コロナ前の令和元年と比較して４～５割の売上である。（岐阜市内の宿泊施設）

◆コロナ前の令和元年と比較して予約数は全体を通して７割減少しており、うち団体客は５割減少している。（高山市
内の宿泊施設）

◆個人客やグループ客が主流となっている。（高山市、下呂市内の宿泊施設）
◆原材料の高騰により、レストランの単価を上げることとなった。（岐阜市内の宿泊施設）
◆原材料の高騰はあるが、現状では単価の値上げが難しい。（岐阜市内の宿泊施設）

現場の動き



資金繰り

○３月の岐阜県貸出金残高は、３兆３，２２８億円で前年同月比▲０．８％と６ヶ月連続で減少。
○３月の制度融資実績は、金額が５，６１１百万円で前年同月比で▲９０．７％、件数は３９５件で同
▲８４．３％と、いずれも１１ヶ月連続で減少した。

○従業員規模別は、５人以下の事業所が全体の６６．７％を占めている。

 ゼロゼロ融資から一服し、融資には慎重である。

 価格転嫁は交渉しているものの厳しい状況。交渉の結果、すぐに価格転嫁できる状況もなく、半年先に反映され
るといったようなタイムラグがあるため、収益への影響も懸念される。

 今夏以降に設備投資を行うという話がでている（物流施設の統合や、工場の新設、EVシフトへの対応等）。

 金融庁が「中小企業の事業再生等に関するガイドライン」を発表したが、それが今後どのように始動するのか、
また、ガイドラインを踏まえた他の金融機関の動向について注視している。 （以上、金融機関）

現場の動き
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○Ｒ４年４－６月期の資金繰りＤＩ見通しは▲２４．６で、前期比２．０ポイント上昇。同借入難易感ＤＩ
見通しは▲５．４で、 同▲４．３ポイン ト低下。

○１－３月期の主要資金別新規制度融資実績は、返済ゆったり資金で前期比１６３．５％と３期連続
の増加、経済変動対策資金で同３６６．８％と３期連続の増加、元気企業育成資金で同
▲１７．０％と５期ぶりの減少となった。

○３月のセーフティーネット５号保証承諾実績は、件数が３８件で前年同月比▲１２９件減少、金額
は７５７百万円で同▲２，２８８百万円減少した。

○３月の事故報告(保証協会付融資３ヶ月以上延滞)状況は､件数は７３件で前年同月比▲１．４％と減
少、金額は８５５百万円で同４．４％と増加した。

資金繰り－２

13

借入難易感ＤＩ

資金繰りＤＩ



倒 産

○３月単月の倒産件数は前月比４件増の１０件、負債総額は前月比▲６，３４０百万円減の４７７百
万円となった。

○令和３年３月は負債総額１億円以上の倒産が２件発生し、令和４年３月は同倒産１件と減少し、負
債総額は前年同月比２４２百万円減少した。
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 感染者数は一進一退を繰り返すが、大型連休を控えるなかで観光関連などのサービス産業では消費回復への期待
が膨らんでいる。一方、経済活動が活発化すれば、運転資金の確保も経営課題となるほか、アフターコロナに対応し
た資金需要の必要などにも迫られる。岐阜県における倒産件数は１０件程前後の推移が続いており、持続化給付金
や休業協力金、実質無利子・無担保融資、新型コロナ特別リスケジュールといった各種支援策が倒産を抑制してい
る構図に変更は無いものと見る。しかし、コロナ禍とウクライナ情勢により原材料不足と価格高騰は長期化の様相を
呈し、利益面の回復には更なる時間を要する模様で、倒産件数が増加する懸念は強まっている。

専門機関の分析（東京商工リサーチ、４月１９日時点）



 次年度の新卒採用に向けて、リクナビなどを使い動いているが、製造業は避けられてしまうのか、思うように人
が集まってこない。（輸送機械器具）

 人手は充足しており、人数はそのままで増産に対応できるよう、合理化を目指している。（輸送機械器具）
 人手不足が解消せず、技術系の社員募集に関して、有料の紹介会社を活用し始めた。（非鉄金属）

 電子加工部品で中期的な事業拡大が見込まれており、製造管理者および現場作業者を多数募集している。（プ
ラスチック製品）

 既卒者の雇用ができればよいが、今後の売上見込みとの費用対効果を考慮すると、躊躇してしまう。（木工）
 新卒採用は数的には問題ないが、専門的な職については獲得が難しい。（木工）

現場の動き

雇 用

○３月の有効求人倍率は１．５８倍と、前月比
０．０１ポイント低下した。

○３月の新規求人倍率は、２．６６倍と同０．０６
ポイント低下した。

15

○３月の雇用保険受給者人員は､前月比
▲１．１％と減少した。

○有効常用求職者は､５０～５４歳を除き、前年
同月比で減少した。



雇 用（職業別）

○有効求人倍率は、建設・採掘で７．８２倍、介護
関連で４．４９倍、サービス職で３．１３倍、販売

職で３．２９倍など、引き続き人手不足の状況は
続いている。

○一方で、事務職の有効求人倍率は０．６４倍に
留まり、求職者のニーズと、求人側のニーズのミ
スマッチが続いている。
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○３月の主要産業別の新規求人数は、繊維工業
で前年同月比１１５．５８％、生産用機械で同

６３．０６％、電気機械で同５４．０５％、はん用機
械で同５０．５９％、窯業・土石で同３９．０９％、
金属製品で同３１．５６％、輸送用機械で同

２３．０８％、食料品製造で同１５．５４％、プラス
チック製品で同１４．８１％と増加した。



＜ハローワーク高山＞
◆求人者数は横ばい、求職者数は増加。
◆雇用保険受給者数は増加。

＜ハローワーク恵那＞
◆求人者数、求職者数は増加。
◆雇用保険受給者数は増加。

＜ハローワーク関＞
◆求人者数は減少、求職者数は増加。
◆雇用保険受給者数は増加。

雇 用（地域別）
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＜ハローワーク岐阜＞
◆求人者数は横ばい、求職者数は増加。
◆雇用保険受給者数は増加。

＜ハローワーク大垣＞
◆求人者数はやや増加、求職者数はやや増加。
◆雇用保険受給者数は増加。

＜ハローワーク多治見＞
◆求人者数は減少、求職者数は増加。
◆雇用保険受給者数は増加。

＜ハローワーク美濃加茂＞
◆求人者数は横ばい、求職者数は増加。
◆雇用保険受給者数は横ばい。

＜ハローワーク中津川＞
◆求人者数、求職者数は増加。
◆雇用保険受給者数は増加。

＜窓口の様子＞※前月比

◆美濃加茂で混雑、恵那でやや混雑、岐阜、多治見、高山
及び関で横ばい、大垣でやや空いている、中津川で空いて
いる状況。

現場の動き（前月比）

○３月の主なハローワーク別の有効求人倍
率は、高山、中津川で前月比増加し、それ
以外の地域で同低下した。



＜大学へのヒアリング＞
 ２３卒生の相談がかなり増えている。徐々に内々定を得ている学生もいるものの、全体の動きは鈍い。
 ２４卒生向けガイダンスを３月に対面で実施。参加者は昨年並み。
 ２４卒生で内々定獲得の学生も出始めた。（以上、岐阜県内大学）
 ２３卒生で内々定は３～４割ほど。IT業界などが多い。
 ２４卒生向けガイダンスを４月中旬より実施する。より前期にガイダンスのボリュームを集中させ、インターンシップ
への参加促進を強化していく。（以上、愛知県内大学）

雇 用（大学・短大新卒者の就職）

○岐阜県の令和４年３月末時点の大学・短大卒業者（令和４年３月卒業）の就職内定率は、
９６．４％であり、前年同時点と比べ０．６ポイント低下 した。

○全国の令和４年２月１日現在の大学卒業者（令和４年３月卒業）内定率は８９．７％であり、 前年同
時点と比べ０．２ポイント上昇した。
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現場の動き（２０２３卒、２０２４卒の動きなど）



雇 用（高校新卒者の就職）
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○岐阜県の令和４年３月末時点の高校卒業者（令和４年３月卒業）就職内定率は９９．９％であり、前
年同時点と比べ±０ポイントだった。

○全国の令和３年９月末時点の高校卒業者（令和４年３月卒業）就職内定率は６２．０％であり、前年
１０月比で▲２．２ポイント低下した。



雇 用（完全失業率等）

○全国の３月の完全失業率は２．６％で前月比▲０．１ポイント低下。岐阜県の１０－１２月期の平均
は１．４％で前期比▲０．３ポイントと低下した。

○２月の現金給与総額は、調査産業計で前年同月比１．２％上昇、製造業で同１．８％上昇。
○２月の実質賃金増減率は、３０人以上の事業所で前年同月比▲１．３%と減少、５人以上で同０．２％と
上昇。２月の消費支出については同５．０％と増加した。

○２月の所定外労働時間数は前年同月比▲７．１％で、３ヶ月ぶりに低下した。
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＜経済・雇用の現状（総括）＞
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○製造業は、２月の鉱工業生産指数は前月比▲１．２％と僅かに低下。ヒアリングでは、原油価格高騰
と円安の影響で、材料価格が過去にないほど急上昇しているという声や、供給制約について、電気部
品関係だけでなく、樹脂や油関係の材料が入りにくくなっているという声、更にはトヨタの減産の影響
で受注状況が悪化しており、４～６月の内示段階において、減産の動きがあるとの声が聞かれた。

○地場産業は、２月の鉱工業生産指数は、食料品及び木材・木製品以外で減少した。ヒアリングでは、
売上は前年比１００％を超えているものの、ガスの値段が前年比２倍になっているという声や、原材
料の値上がりに伴い、値上げを予定しているという声が聞かれた。

○設備投資は、３月の全国の金属工作機械受注額は、前年同月比で３０．０％増加した。ヒアリングで
は、補助金を利用し機械導入を行ったことで、人力から機械へ変わり、生産効率が向上したという声
や、電気代が高騰していることや、カーボンニュートラルへの取組みを推進していくために、太陽光発
電設備の導入を検討しているという声、中堅企業では、蓄電池の開発やエネルギー開発のための設
備更新があるという声が聞かれたものの、全体的に設備投資が活発ではないとの声が聞かれた。

○個人消費は、３月の販売額は、家電大型専門店以外で増加し、全体で僅かながら増加した。ヒアリン
グでは、原材料価格高騰のため、客の買い物点数が減少しているという声や、一部メーカーで価格転
嫁が始まり、販売価格が上昇する商品がでてきたとの声が聞かれた。

○観光は、３月の観光客数、宿泊者数ともにコロナ前の令和元年同月比を大きく下回っている。宿泊施
設からのヒアリングでは、まん延防止の解除や県民割の影響により予約が少しずつ増えてきたという
声が聞かれた一方で、原材料の高騰があるが、値上げするのは難しいとの声も聞かれた。

○企業の資金繰りは、３月の制度融資実績は、件数、金額ともに１１ヶ月連続で前年同月比で減少した。
金融機関からは、ゼロゼロ融資から一服し、融資には慎重であるという声が聞かれた一方で、EVシフ
トへの対応等のための設備投資を行う企業も出てきているとの声が聞かれた。

〇雇用面は、３月の有効求人倍率は１．５８倍と７ヶ月連続で１．５０倍を超えた。ヒアリングでは、中期
的な事業拡大が見込まれており、製造管理者や現場作業者を多数募集しているという声が聞かれた
一方で、既卒者の採用ができれば良いが、今後の売上見込みとの費用対効果を考慮すると躊躇して
しまうとの声が聞かれた。


